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１ はじめに 
現在よく使われているスケジューリングアプリケー

ションは，授業や打ち合わせなど移動先での活動の

開始／終了時間を記述して管理することが多い．し

かし，本来の活動スケジューリングは移動状況，つま

り何時に出発し（出発時間），何を利用し（利用交通

手段），どのように行くか（利用経路）も考えている．そ

のため，活動場所での開始時刻に間に合うような路

線検索を別途，自分で行い，スケジューリングを行っ

ている．この検索作業を同一サイトのアプリケーション

上で自動的に行うことができれば，スケジューリング

の際のユーザーの手間を大きく減らすことができよう． 

本研究では，時空間プリズムに即した移動制約条

件を設定することで，移動時間を含めた活動可能時

間を算出し，新しい予定が組めるかを判断するととも

に，移動開始時間や帰宅予定時間もスケジュールア

プリ上で把握できるシステムを試作した． 

２ 時空間プリズム 
活動可能な領域，つまり移動先にて自由に時間を

割り当てることができる時空間を把握することは，個

人のスケジューリングにて重要である．時間地理学で

は，ある１日の活動場所と活動時間，移動状況を連

続的に軌跡として表現した時空間パスを描き，活動

可能な領域が分析されている．また，時空間プリズム

とは，ある滞在箇所から移動し，活動できる時空間で

あり，出発時刻と帰宅時刻，利用交通手段などの移

動制約（プリズム制約）によって規定される． 

図１にてより具体的に説明する．自宅から別の場

所へ移動してある活動を行い，自宅へ戻る時間が決

まっている場合，出発時間から帰宅時間までの間に

移動し，活動できる時空間の範囲はプリズム制約に

より決まる．図１では，一番外枠のひし形で囲まれた

部分がプリズム制約となる．自宅からある場所までの

移動交通手段にバスもしくは電車を使うとすると，そ

の交通機関の速度で初めから最後まで移動したとき

に移動可能な範囲となる．自宅から出発して目的地 

 

 

 

 

 
図１ 時空間プリズム 

 

において活動をして帰宅する場合，図中の赤い矢印

のように移動し，オレンジで示される時間の分を全て

活動に費やすことがスケジューリングとしては望まし

い．しかし，実際には自宅から駅もしくはバス停まで

移動し，定期的に出発する交通機関を待ち，目的地

に到着してからも本来の活動場所まで移動した後，

目的の活動を開始することができる．図１では，水色

の線にてこれらの軌跡が表される． 

 このような時空間プリズムを考慮することで，新たな

予定が実際に活動可能であるかを判断でき，スケジ

ューリングを行うことができる． 

３ 移動プランを考慮したスケジューリン

グシステム 
WEB 上で Google カレンダーライクなスケジュール

の設定，変更，保存などを JavaScript で実現したライ

ブラリに dhtmlxScheduler というものが存在する．ソー

スコードが公開されており，比較的容易に新たな機

能を付加することができることから，今回はこのライブ

ラリを利用し，目的の機能を実装した．スケジュール

の保存には一部 PHP が用いられているが，動的な

スケジュール時間帯表示など大部分の機能が

JavaScript で実装されているため，開発も JavaScript

で行った．従って，多くのブラウザで表示・編集可能

である．また，モバイル端末でもドラッグやダブルクリ

ックなどの動作を伴う編集作業を除き，閲覧だけであ

れば問題なく行うことができる． 

ここで，具体的な機能について説明する．スケジュ

ーラーに 1 日のうちに複数の活動予定を入力すると

（図２を参照），その間の移動手段と経路が自動的に
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検索され追加入力される．先述した時空間プリズム

に基づき，次の活動の開始直前に到着するように移

動情報が追加されるため，前の活動場所での滞在時

間（真の自由時間）は最大となる． 

 

 
図２ 移動情報の自動検索機能 

 

 本研究では，移動情報の検索先として，Yahoo 路

線検索を参照した．そのため，自動車による移動時

間や経路案内は対象外となり，全ての交通手段を対

象とすることは今後の課題である．また，移動情報の

自動検索は新規の活動予定を入力する際に実行さ

れ，プリズム制約に基づいて，次の活動に間に合う

移動経路が見つからない場合，図３の様に警告を表

示し，スケジューリングができないことを知らせる機能

を組み込んでいる． 

 

 
図３ スケジューリング不可能の警告 

 

４ 考察 
今回試作したスケジューリングシステムは，生活行

動実態調査を電子化するという，ユーザー利便性向

上とは別の目的からも構築している．例えば，市民の

活動の移動制約条件となる交通機関のサービスレベ

ル改善策を検討する際，活動・交通行動シミュレーシ

ョンは非常に重要な役割を担っているが，このシミュ

レーション内のモデル・パラメータを同定するための

現状の市民の活動・交通行動データを収集するため

に生活行動実態調査が利用される．しかし，紙ベー

スの調査では，一定期間毎日記入する必要がある調

査は被験者にとって大きな負担となるため，詳細か

つ長期的に実施することが難しい．また，最近では

GPS 機能付き携帯電話による調査なども実施されは

じめ，小サンプルではあるが調査手法を電子化する

有用性が示されている．従って，本スケジュールシス

テムを多くの人々に利用してもらい，ある一定期間，

スケジュールの活動予定と実施の整合性を確認して

もらうことで，手書きの場合よりも手軽に生活行動実

施調査を実施することができる可能性が高まる． 

また，データを収集し，解析する側にも利点がある．

被験者から送られてくるデータがデジタルデータであ

るため，解析時にデータ入力する必要がなく，そのま

ま解析することができる．システム構成をさらに工夫

することで，送信データを自動的に解析することも可

能となろう．従って，これまでは困難であった長期的

な調査も可能になり，より本質的な活動・交通行動分

析や交通政策検討，マーケティング戦略検討に資す

るデータを収集できる．個人情報への配慮は必要で

あるが，特定地区に滞在しているユーザーに向けた

災害・防災情報の配信，立ち寄り可能な商業施設の

広告費新や商品推薦など，本システムの利用可能性

は非常に大きい． 

５ まとめ 
本稿では，スケジューリングの際，自動的に移動

経路と時間を検索し，移動可能なスケジュールかを

確認し，可能であればスケジュールに追加するシス

テムについて述べた． 

今後はユーザーの利用評価を実施し，追加機能

の考案と操作性の向上，デザインや対応デバイスの

拡大について検討していく予定である． 
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